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４ 令和５年度学校評価 (目標設定) 

 

 

 

 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 

教
育
課
程
・
学
習
指
導 

①基礎学力の確
実な定着を念頭
に置き、新学習指
導要領の趣旨を
踏まえ、自ら学習
課題を発見し、解
決できる能力を
養う。 

①小集団学習及び習熟度
別学習の実施により自ら
学習に向かう意欲と自己
指導能力を養う。生徒の
向学心を養うことを目的
とした組織的な授業改善
に教員一人ひとりの強み
を生かして能力を養う。 

①「わかる・できるが実感
できる授業を目指して」
を全教科共通のテーマと
し、教科毎に小テーマを
設定して、授業改善に取
り組む。 

①授業互見、研究授業等を
実施する。 

①生徒一人一台端末の円滑
な活用に向けて、教員や
生徒へ具体策を提示しな
がら支援する。 

①ICT を活用して学習活動に
主体的に取り組むことが
できる授業を実践する。 

①各教科でテーマに
沿った取組と振り
返りができたか。 

①授業互見、研究授
業を年２回以上実
施できたか。 

①情報機器の管理・
運営を徹底し、円
滑な活用を支援で
きたか。 

①ICT を活用して生
徒が主体的に取り
組む授業を全授業
の 70％以上で実践
できたか。 

２ 
(

幼
児
・
児
童
・)

生
徒
指
導
・
支
援 

①社会的規範意
識の育成を図る
とともに、社会に
おけるリーダー
としての素養を
養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の主体的
な活動を支援す
る場として、部活
動や学校行事の
充実を図る。 
 
 
 
 
 

①「マナー日本一」の規  
範意識の充実により、
他者理解を踏まえ、集
団におけるリーダーと
しての素養とシチズン
シップを養い、公共の
マナーを身に付け社会
に貢献できる人材を育
成する。 

①いじめ防止対策を推進
し、自他共栄の心を持
ち、周囲と適切なコミ
ュニケーションをとれ
る寛容な心を育成し、
優しさを育成する。 

②生徒会本部や委員会活
動を活発化させ、生徒
が自ら学校行事を検
討・運営・改善して作り
上げてゆく意欲を錬成
する。 

②部活動の加入率の向上
を推進し、部活動を通し
て主体性を育み、強靭な
精神力を養うことによ
り、社会におけるリーダ
ーとしての素養を身に
つける。 

②地域を巻き込んでの生
徒活動に努める。 

①挨拶・会釈を徹底させ、
制服をフォーマルウェア
として着こなし、地域の
方々に愛されるよう社会
貢献を推進する。 

①高校生（社会人）として
身に付けるべき言葉遣
い・立居振舞い等を身に
付けさせる。 

①いじめ相談窓口を生徒に
周知し、相談しやすい雰
囲気をつくる。 

 
 
 
②体育祭等の生徒主体行事
を見直し、良い点は継続
として、生徒の主体的な
創意工夫を促して、自尊
感情や生徒相互の一体感
を育てる。 

②全体の部活動加入率 60％
以上の維持と運動部女子
加入率 30％を目標とし、
バランスの良い教科・教
科外活動により、生徒の
様々な取組を活性化す
る。 

②部活動・委員会・有志   
により地域の活動で協働
する。 

①制服をフォーマル
ウェアとして着こ
なし、授業に集中さ
せ、円滑に授業を行
うことができたか。 

①TPO に合った態
度・言葉遣いをし
っかりできたか。 

①生徒がいじめ相談

の担当に気軽に話

しかけられたか。 

アンケートにしっ

かり対応できた

か。 

②生徒会行事を見直

し、行事に積極的

に取り組んだか。 

②委員会活動におい

て、主体的に取り

組んだか。 

②部活動加入率 60%

を達成できたか。 

部活動の生徒が学

校行事等へ主体的

に協力できたか。 

②地域活動に参加し

た延べ人数 
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３ 

進
路
指
導
・
支
援 

①キャリア諸能
力の形成及び豊
かな人間性の育
成を図り、社会に
貢献できる人材
を育成する。 
 
 
 
 
 
 
 

①「総合的な探究の時
間」の３年間の系統的
な授業展開を通じて、
現代社会が抱える課
題に目を向け、その解
決に主体的に関わる
姿勢を養う。 

①３年間を見通した系
統的、組織的な指導・
支援を行い、社会にお
ける自己の生き方を
探求する。 

①「総合的な探究の時
間」において、社会問
題における課題につ
いてのレポートを作
成し、発表をとおし
て、考えを深化させ
る。 

①職業理解講座、分野別
説明会による職業観
の深化を促す。 

①３年間を見通した系
統的、組織的な指導・
支援を推進する。 

①現代社会における諸問題
に積極的に関わる姿勢が
見られたか。 

①「総合的な探究の時間」
において３年間を見通
し、計画的に発表の場を
設定できたか。 

①職業観を確立させること
ができたか。 

①将来設計の立案を促すこ
とができたか。 

①３年間を見通した系統
的、組織的な指導・支援と
なっているか。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①豊かな人間性、
社会性を育み、生
徒が有用感、自尊
感情を実感でき、
地域に信頼され
る学校づくりを
目指す。 
 
 

①田名地域の特性を踏ま
えたコミュニティ・ス
クールを整備・構築
し、地域に信頼される
学校づくりを行う。ま
た地域連携活動の工
夫、参加規模を拡大・
充実させることによ
り、生徒の地域社会へ
の参画力を身につけ
る。 

①安心・安全な「地域連
携活動」等を検討し、
実施する。 

①生徒の「地域貢献活
動」等の参加や PTA 主
催の「キウイ収穫祭」
の参加を推進する。 

①「公開授業」等で生徒
の活動を地域に発信
する。 

①地域の社会福祉施設
や公民館、近隣小中学
校との交流行事を行
う。 

①学校ホームページの
充実を図る。 

①安心・安全な「地域連携
活動」等を実施できた
か。 

①「地域貢献活動」「キウ
イ収穫祭」を安心・安全
に配慮し工夫して実施で
きたか。 

①「公開授業」等で生徒の
活動を地域に発信できた
か。 

①地域の社会福祉施設や公
民館、近隣小中学校との
交流を実施したか。 

①ホームページに学校行事
や部活動結果、学校生活
の様子を月２回以上更新
できたか。 

５ 

学
校
管
理
・
学
校
運
営 

①安全、安心な学
校生活の中で、自
己と他者を守る
行動のできる力
を育成する。 
 
 
 
②事故・不祥事ゼ
ロの実現に向け、
教職員が一丸と
なって、風通しの
良い職場環境を
醸成する。 
 
 
 
 
 
③働きかた改革
を推進するため
に教員の意識改
革を図る。 

①防災に関する研修・訓
練を実施し、「災害は
身近に存在するもの」
という意識を醸成し、
責任のある社会的な
行動力を育てる。 

 
 
②研修や不祥事防止会
議を活用して、情報共
有を徹底し、その成果
を生徒に還元する。 

②成績処理や指定校推
薦業務、入学者選抜業
務の精度を上げ、確実
な業務遂行に努め生
徒・保護者の信頼を得
る。 

 
③Teams 等の活用を促進
し、業務の効率化を図
る。 

①大規模災害に備え、生
徒・職員対象の DIG 研
修、防災避難訓練や帰
宅班の確認、東日本大
震災の記憶を風化さ
せないためにｼｪｲｸｱｳﾄ
を実施し、災害対応力
を向上する。 

②研修や不祥事防止会
議を計画的に実施し、
情報共有や事故不祥
事防止に関する意識
の醸成を図る。 

②成績処理、指定校推薦
業務等を確実に遂行
する。 

②入学者選抜要項・研修
会の充実を図り、業務
を遂行する。 

③打合せ掲示板や服務
記録の扱いを整理す
る。 

①生徒・職員対象の DIG 研
修、ｼｪｲｸｱｳﾄ、防災避難訓
練や帰宅班の確認を年１
回以上実施できたか。 

 
 
 
 
②研修や不祥事防止会議を
計画的に実施し、不祥事ゼ
ロを達成できたか。 
②成績処理、指定校推薦業
務において事故ゼロを達
成できたか。 

②入学者選抜業務におい
て、事故ゼロを達成でき
たか。 

 
 
③業務のｵﾝﾗｲﾝ化等で働き
方改革の意識が高まった
か。 
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